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招聘目的 

国際共同研究として、今後の幹細胞の老化に関する基礎分野における国際共同研究について情報交換す

るとともに、「宇宙に生きる」国際シンポジウムでの講演と技術交流会に参加いただき、領域全体との

国際共同研究について意見交換を行うために、スペインの ICREA and Pompeu Fabra University で

Stem Cell 研究を行っている、著名研究者を招聘した。 

 

概要 

理化学研究所にて幹細胞老化に関するセミナーを行っていただき、 

京都大学ウィルス・再生医科学研究所、理化学研究所（神戸）、および大阪大学において、瀬原代表研

究者および研究分担者、骨格筋幹細胞研究者らと情報交換を行い、国際共同研究について協議した。 

京都大学における領域国際シンポジウムにおいて下記内容のご講演をされた。“骨格筋は、通常は成人

で静止している常在性の Pax7 発現幹細胞（サテライト細胞）により再生する顕著な能力を持ってい

る。損傷すると、静止サテライト細胞が活性化および増殖し、その後新しい筋線維を分化および形成す

るか、自己再生して静止サテライト細胞プールを回復する。グローバル遺伝子発現/バイオインフォマ

ティクスと分子/細胞の in vitro および in vivo アッセイの組み合わせにより、安静時の成体サテライト

細胞には基底オートファジー活性があり、サーカディアン制御の対

象となり、加齢とともにサーカディアンの再プログラミングが行わ

れることがわかりました。興味深いことにオートファジーは、成熟

した筋肉幹細胞ではなく、成熟した筋肉幹細胞で振動する細胞内プ

ロセスの 1 つとして同定された。したがって、異なる活動を制御す

ることにより、プロテオスタシスは筋肉幹細胞の恒常性とリズミシ

ティを維持し、その崩壊は若返りの標的となるプロセスである幹細

胞の老化に因果関係があると提案する” また、米国およびヨーロッ

パから招聘した、領域研究分野における著名な研究者方夫、「宇宙に

生きる」との将来の共同研究に向けた情報を交換できた。 

 


